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小泉圭吾先生

地域に育てられて

INTERVIEW

山田隆司（聞き手）　今回は，厳しい地域で今頑張っ
ている先生にハイライトを当てようということ
で，三重県の鳥羽市立神島診療所に小泉圭吾先
生を訪ねました．

　　　まずは先生が神島診療所の所長として赴任す
るに至るまでの経緯を少しお話しいただけます
か．

小泉圭吾　私は高校生のころは宇宙飛行士になりた
かったのですね．ところが裸眼で視力がないと
だめだというのを何かで読んで，夢破れ……
ちょうどそんな時に祖父が交通事故で亡くなっ
て，そのときに対応された医師の姿が格好よ
かったので，医師になろうと思い医学部を目指
して勉強を始めました．一浪中に，偶然自治医
科大学の赤本を見つけて「お金がかからないこ

ういう大学があるのか」と知り，母子家庭であ
まり裕福でなかったのでもうここしかないと思
いました．なので，地域医療をやりたいといっ
たことは全く考えてなかったのですね．

山田　とにかく卒業できて，医者になれればという
ことだったのですね．

小泉　はい．だから，今，地域医療や総合診療をや
りたいと言って見学や実習に来てくれる学生
さんたちを見ると「すごいなぁ」と思って感心し
てしまいます．

山田　先生は三重県の出身ですよね．卒業後はどこ
で研修したのですか．

小泉　初期研修は四日市の県立総合医療センターで
ローテート研修をしました．３年目で地域に出
て，町立南伊勢病院という，急性期30床で療養
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型40床の病院に赴任しました．でも地域医療に
対してネガティブなイメージがずっとありまし
たので，早く９年間の義務年限を終えたいとい
うことばかり考えていました．

　　　その病院は私も含めて医師が４人だったので
すが，私が３年目の１月に院長と副院長が退職
してしまい，自治医大の先輩も４年目が終わる
ところで早く引っ越してしまって，３月には私
１人になってしまったのですね．病棟も救急も
あるし，全然寝られないし，あまりの忙しさと
納得のいかない環境に気持ちが駄目になってし
まったということがありました．４年目になっ
て，先輩の先生１人と後輩１人が来てくれたの
で，３人でなんとかまわせるようになりました
が．でも「もうへき地はいやだ」と思っていまし
たし，感染症科の医師になりたかったので，後
期研修で自治医大の地域医療学教室に入りなが
ら感染症科で勉強させてもらいました．

山田　それが５年目ですか？
小泉　５年目です．大学病院の感染症科の研修はす

ごく楽しくて，最初のころは「やはり感染症科
の医者になりたい」と思っていたのですが，だん
だん南伊勢のことが懐かしくなってきて……．
感染症科医を目指す医師がたくさんいるのを見
て「自分が絶対ならなければいけないのか？」と
も思いましたし，自治医大の卒業生としてもっ
とやらなければいけないことがあるのではない
か，求められているところでやるべきなのでは
ないか，という考えが心に浮かんできたのです．
あんなにへき地を嫌っていたのに，自分でも思
いがけない感情でした．嫌だと思いながらも地
域でやっていたことが僕の心を惹きつけていた
ようでした．

山田　当時は無我夢中で考える余裕もなかったわけ
ですからね．

小泉　はい．地域の人たちと深く関わって，地域の
中に入って仕事をすることがとても楽しかった
ということにへき地から離れてみてようやく気
付いて，これからはへき地で働こう！と決めた
のです．それで６年目にリベンジしようと思っ
てまた南伊勢に戻りました．６年目に行ったら
やっぱり楽しかったんですね．そんなころ奥野
正孝先生が神島から出られることになって……．

山田　奥野先生は神島から一度大学へ戻られて，ま
た神島へ赴任しましたが，そのころもう長かっ
たですよね？

小泉　11年間いらっしゃいました．
　　　12月の県人会で先輩たちに「奥野先生が神島

から出るので，もうおまえしかいない」と言わ
れて（笑），奥野先生がどういう離島医療，へき
地医療をされていたのかとても興味があった
し，そう言われては行くしかないなと思って承
諾して，７年目から行くことになりました．

山田　奥野先生と交代のような形で先生が着任した
わけですね．
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